
2022年度事業計画 

（2022年 4月 1日－2023年 3月 31日） 

 

特定非営利活動法人境を越えて 

1． 事業実施の方針 

設立４年目を迎える今年度は、３つの柱「知ってもらう」「育てる」「繋がる」により構成される８つのプロジェクト事業の仕

組化、サポーター会員・パートナー会員や新規サポーター会員・新規パートナー会員の獲得に向けた SNSの活用を大き

な課題をとして取り組んでいく。 

 

2． 事業の実施に関する事項 

１）プロジェクト１ 【知】【育】カリキュラム化プロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 3,233,040円 

目的：保健・医療・福祉を目指す学生の土台形成 

事業計画【日本財団助成事業】： 

“地域生活の視点で学ぶ重度身体障がい者の暮らし”カリキュラム拡大のための仕組み作りのため①講師、見

学・体験受け入れ当事者増員のための説明会と勉強会の開催 ②モデルカリキュラムの実施と連携構築（幼稚

園・保育園～大学・専門学校を対象とし 5か所）③カリキュラム開催ノウハウのパッケージ化を行っていく。 

２）プロジェクト２ 【知】イベント開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 2,439,040円 

目的：当事者と介助者のコア（専門家もしくは専門家のたまご）向けと広く一般向けまでの両面に対し、“地域で暮らす

当事者と介助者の現実と魅力の発信”のために開催 

事業計画： 

境を越えてフォ－ラム「介助者だって当事者だ。」の開催を主軸に年 2回の開催をリアルとオンラインのハイブリ

ット開催とする。 

３）プロジェクト３ 【知】コラム集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 280,000円 

目的：障がいや福祉の世界と無縁の方と境を越える架け橋となる媒体とする 

事業計画：Vol.3の作成 

４）プロジェクト４ 【育】生活力向上講座・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 2,050,000円 

目的：地域で暮らす当事者・家族・支える介助者・医療者等へ知識と経験の波及 

３つの柱と プロジェクトの   け

【知】 【育】

【繋】

介助の現実と魅力の発信 介助者が けていける仕組み作り

 ット ーク構築と の活用

 カリキュラム化プロジェクト  生活力 成講座 

 生活介入プロジェクト 

 特 な タン と キルを つ介助者の会
開催と現    

 イベント開催 

  ッ ン  フォロー 
 学生介助者  会 

 境を越えた  コラム集作成 



事業計画： 

昨年度プレ講座内容のブラッシュアップの実施を踏まえた展開方向の決定。講座開催告知は、SNSを活用も実

施し広く必要としている方へ届くことを目指す。 

５）プロジェクト５ 【育】【繋】生活介入プロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 5,906,080円 

目的：介助者の募集、育成、継 に焦点をあてた第三者的視点での総合サポート 

事業計画： 

2019年度から実施しているモデル介入事例（7例）から介入方法 ニュアル再検討、コーディ ーター育成に向

けた検討会を実施する。また、個 相談に対しては、福祉力 成講座を活用した個 向けの講座開催や特殊な

 タン と キルを つ介助者の会との連携した対応を行っていく。 

６）プロジェクト６ 【繋】【知】【育】特 な タン と キルを つ介助者の会開催と現   ・・・・・・・・・・予算 495,000円 

目的：重度訪問介護の専門性の追求と一般への理解を目指す 

事業計画： 

身体的重度障がい者の介助に関わる方を対象とした“地域で暮らす身体的重度障がい者を支える介助の視点

報告会開催（1回）と報告集を作成する。報告集には動画撮影による SNSでの発信も含む。また、地域で暮らす

身体的重度障がい者に関わる介助者が抱える不安調査を実施し、報告会やイベント開催へ役立てる。 

７）プロジェクト７ 【繋】【知】学生介助者  会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 23,100円 

目的：学生介助者の一般への周知と学生介助者のフォローアップ 

事業計画： 

3か月に 1回程度の開催をオンラインで実施し、全国の学生介助者らが自らの悩みを共有し学生介助経験者に

アドバイ を受けられる場を開催（非公開を実施）する。また、年 1回は公開イベントとし学生介助者を活用した

いと思う当事者向け、学生介助者を始めたい学生向けの周知とする。 

８）プロジェクト８ 【繋】【育】 ッ ン  フォロー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・予算 106,000円 

目的:介助をしてみたい学生と介助者が欲しい当事者の ッ ン とフォロー 

事業計画： 

当法人に問い合わせがあった学生介助を行ってみたい全国の学生、カリキュラム化プロジェクト受講学生からの

相談対応を通して、 の地域の当事者の方で介助者を欲している方への ッ ン を実施していく。学生介助者

  会の学生らと繋げていく。 

 

3． 事務局運営 

１） サポート会員向けの新企画 

内容：－Bar 境－（5名限定、ゲ トとのオンライン非公開茶話会）開始 

開催頻度：毎月 1回、第 3金曜日 21：00—22：30を基本とし定期開催 

２） 広報部と連携し公式 SNSの活用 

① noteの活用により定期的な活動内容の発信と SNS媒体での定期 UP 

公式 Facebook 

https://www.facebook.com/NPO%E6%B3%95%E4%BA%BA-%E5%A2%83%E3%82%92%E8%B6%8A%E3%81%88%E3%81%

A6-855971728135913 

公式 Twitter https://twitter.com/sakaiwokoete 

公式 Instagram https://www.instagram.com/sakaiwokoete_official/?hl=ja 

公式 note  https://note.com/npo_sakaiwokoete/ 

② HPの刷新 

https://www.facebook.com/NPO%E6%B3%95%E4%BA%BA-%E5%A2%83%E3%82%92%E8%B6%8A%E3%81%88%E3%81%A6-855971728135913
https://www.facebook.com/NPO%E6%B3%95%E4%BA%BA-%E5%A2%83%E3%82%92%E8%B6%8A%E3%81%88%E3%81%A6-855971728135913
https://twitter.com/sakaiwokoete
https://www.instagram.com/sakaiwokoete_official/?hl=ja
https://note.com/npo_sakaiwokoete/

